
 

 

 

 

令和５年度 後期学評価アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。 

１２月に実施した後期学校評価アンケートの結果と分析をお知らせします。結果を今後の教育活動に生かして

まいります。 

 

◇実施期間  令和５年１２月１日～１２月１５日 

◇対 象 者  白河総合支援学校生徒・保護者・教職員 

◇方  法  ・アンケートフォーム（Forms）およびアンケート用紙にて回答 

       ・各項目の「適合度」を４段階で評価 

       ・「そう思う」「大体そう思う」を「肯定的回答」とし、「あまりそう思わない」「そう思わない」

を「否定的回答」として分析 

◇回 答 率  生徒９５．１％（前期９８．０％）   保護者７６．２％（前期８４．３％） 

教職員１００％（前期１００％） 

◇分析結果  ・百分率で数値を表記 

       ・【確かな学力】【豊かな心】【健やかな体】【独自の項目】について、項目別に対象者別の回答を

比較分析 

       ・【服務】については、教職員のみの項目として分析 

       ・前期と比較し、５％以上の変化が見られた項目は、   で表示 

       ・前期と比較し、３％以上の変化が見られた項目は、   で表示 

 

【確かな学力】 

 この項目では、生徒が自分の目標を理解し、その目標に向かって学習に取り組めているか、また、達成度に

ついて評価できているか、目標に近づく姿が見られるかについて尋ねています。 

 

 多数の質問項目において、肯定的回答が８５％以上となっています。保護者の『子どもは目標に向かって学習

に取り組んでいる』の質問項目においては、前期よりも肯定的な回答が５．４％高くなりました。後期にかけて、

産業現場実習に取り組む機会が多くあり、将来の『働く生活』の実現に向けて、生徒それぞれが自分と向き合い

ながら取り組んだ姿から得られた評価だと思います。教職員の『生徒は満足感や達成感を持ち、教科の学習に取

り組んでいる』『生徒の働く意欲や働くために必要な姿勢や態度を育むことができている』の項目でも、肯定的な

回答が５．６％高くなりました。学校内での学習だけでなく、本校の特色でもある『デュアルシステム』で、学

校外（企業や地域）での学習を進める中で、生徒たちの姿が変容してきたことが表れていると考えます。 
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一方で、生徒の『一生懸命働こうという気持ちや職場で必要な態度が身についている』の項目で、肯定的な回

答が４．２％低くなりました。生徒たちが自分の頑張りや成長に気づけるように、また、その気づきを自信にし

て次に進めるように、毎日の授業での振り返りの時間や、実習終了後の事後学習およびキャリアドバイスの時間

を充実させていくことが大切であると考えます。後期より、専門科の授業後に入力した『学習の振り返りシート』

を各ホームルーム教室でも担任などが確認することができるようにシステム化しました。毎日の学習の積み重ね

を共有する機会を増やし、成果を生徒たちにフィードバックできるよう努めていきたいと思います。 

また、前期学校評価アンケートで、やや否定的回答が高くなっていた、生徒の『今、現在の自分の目標がわっ

ている』『専門家（地域協働）の授業で「できた」「うれしかった」ことがある』の質問項目では、肯定的な回答

が３．６～３．８％高くなりました。授業のねらいや課題を具体的に伝え、生徒が自分の目標を明確に理解する

ことで、やるべきことや頑張ることなどを意識して学習に向かう姿につなげることができつつあり、生徒が自分

の目標や課題を意識しながら学習することで、「できたこと」「頑張れたこと」など、自分の成長に気づき、達成

感や充実感を感じる姿を引き出すことができつつあるのではないかと考えます。今後も、引き続き、生徒自身が

主体的に学びに向かえるよう、伝え方・提示の仕方・教材選択などを工夫して授業づくりに取り組み、確かな学

力の獲得につなげていきます。 

 

【豊かな心】 

 この項目では、自己肯定感や自己有用感にかかわる内容について尋ねています。 

 
 各質問項目において、おおむね肯定的回答が高くなっています。前期学校評価アンケートでも課題として挙げ

た、生徒の『自分はだれかの役に立っていると思う』の質問項目は、肯定的回答が６０％台となっておりますが、

肯定的な回答が２．８％向上しました。また、保護者の『子どもには家庭で決まった役割があり、実行している』、

生徒の『家庭で決まった役割があり、実行している』の質問項目でも２～３％の肯定的回答の向上が見られまし

た。若干の上昇傾向ではありますが、今後も自己有用感を育むために、学校や家庭の中で、目標や役割を設定し、

生徒が活躍できる場を増やすとともに、行動や成果、目標に対して努力した過程（プロセス）を認めることで、

主体的かつ積極的な姿を引き出し、自己有用感や自己肯定感を高めていきたいと考えます。 

 また、コミュニケーションの基本となる『挨拶』について尋ねた項目で、生徒の『自分から元気よく挨拶がで

きる』の質問項目で否定的回答が前期よりも６．２％高くなりました。これは、産業現場実習、地域協働活動等

での経験から、そこで得た他者評価も踏まえて、社会人と自分自身を客観的に比較し、自己評価した結果ではな

いかと考えます。卒業後、社会人として社会で活躍する姿を目指して、今後も、挨拶の大切さを生徒に伝え、学

校全体で、挨拶を大切にする意識を高めていけるよう、生徒と教職員が一緒に取り組んでいきたいと思います。 

 



【健やかな体】 

 この項目では、健康に関することについて尋ねています。 

 

 前期学校評価アンケートでも課題として報告した『朝ごはん』についての質問では、保護者の『子どもは朝ご

はんをきちんと食べている』の質問項目では、否定的な回答が３．１％高くなりましたが、生徒の『朝ごはんを

きちんと食べている』の質問項目では、肯定的な回答が５．３％上昇しました。今後も継続して、働く生活を送

るためには栄養や休養をしっかりととることが大切であり、一日の活動効率やパフォーマンスを上げためには朝

ごはんが大切であることなど、生徒が食事の大切さに気付けるよう工夫をしながら、適切な食生活の指導を行っ

てまいります。 

また、生徒の『休日は趣味やスポーツ、サークル活動などに取り組んでいる』の質問項目では、若干、前期よ

りも肯定的な回答が上昇しましたが、７１．１％に留まっています。豊かで質の高い生活を実現するためには、

適切な食生活同様、余暇の過ごし方を充実させることは、重要なことです。今後も余暇を思う存分楽しめる時間

が持てるよう、自己理解を進めて自分を知ることや、ICT を活用して情報を収集することなどを継続して学習す

るとともに、趣味の幅を広げたり、好きなことに没頭したりするなど、様々なことにチャレンジする気持ちを育

て、自分なりの余暇の過ごし方を見つけることができるように取り組んでまいります。 

 

【独自の項目】 

 この項目では、企業との連携、地域との協働を図りながら進めている学習について、および、情報モラルに関

することについて尋ねています。 

 

 各質問項目において、肯定的回答が高くなっています。前期と比較すると、保護者の『地域との連携・協働に

よる学習環境が設定できている』の質問項目の否定的な回答が４．７％高くなりました。今年度は、コロナ禍が

終息し、企業や地域など、校外での学習が広がってきましたが、以前の活動を復活させることに留まっています。

今後は、様々な場所、人、ものとのかかわりの中で、生徒がいきいきと学習できるよう、学びの環境をデザイン

し、活動の幅を広げるとともに、生徒がやりがいや使命感を持って活動に向かうことができるよう環境を整えて

いきたいと思います。また、ホームページや学校だよりなどで、生徒たちの活躍を発信できるよう努めてまいり

ます。 

 

【服務の項目】 

 この項目は、教職員のみの項目です。働き方に関することについて尋ねています。 

 

 前期との比較において『業務や会議の精選を図ることにより、勤務時間の縮減を図っている』の項目で、肯定



的な回答が１８．９％高くなりました。また、『職務の効率的な遂行を心掛けている』の質問項目においても、肯

定的な回答が５．４％高くなりました。教員それぞれが時間の使い方を工夫したり、優先順位を考え計画的かつ

効率的に仕事をしたりするなど、働き方を改善する意識が高まった結果だと思います。また、ワークライフバラ

ンスやライフワークバランスの考え方が浸透してきたのではないと考えます。教職員自身が質の高い生活を実現

することで、仕事に対する意欲も高まり、教育の質が向上することに繋がっていくと思いますので、今後も、教

職員が心身ともに健康で仕事に向かえるよう、働き方改革を推進してまいりたいと思います。 

 

 


